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グアテマラ，エJl，・サJレグァドJレ，ホンダュラス，ユ

カラグァ，コスタ・リカの中米5カ国l’t，この地域が1821

年にスペイン統治を脱してよりこのかた，政治的にも域

内統合の励さが疎んであったが， 1950年におよんで域内

の経済統合述成への動きが新たに起こり， 1958年，コス

タ・リカを除く中米4カ悶悶に「中米自由貿易および経

済統合に関する多数回！日l条約」が締結されたのを広切り

に， 1960年12月に同じく 4カ悶問に締結された「中米経

済統合に関する一般朱約Jなど，｝述の必要な条約の締

結を経て，一路共同市場形成への逃を歩んでいる。すで

に対外統一関税述成の目掠の下に多くの品目が統一関税

率を定められており，産栄統合の而でも統合産業の指定

がいくつか行なわれている。また，ともに1961年に設立

された中米経済統合銀行と中米決済機構は，共同市場育

成の補助機関として，その果たす役割は大きい。さらに，

従来郡極的な態度を示さなかったコスタ・リカが1962年

7月「ー般条約」に署名したことは，小 EECと呼ばれ

る中米共同市場の結束を強める上で大きな前進であっ

た。本：！｝は中米に最・も深い関心を寄せるアメリカ国務省

国際開発局が出版した解説おで，中米共同市場の生い立

ちと問題点，アメリカの立場などを間諜にまとめている。

本密の椛成は，（1）歴史的背景，（2）経済的背景，（3）中米統

合計画の；諸目的， μ）中米共同市；協の当面する訪問題〈各

国政業政策の統合，均衡発展の達成，消t日者利益の保護，

資本の移動，労働力の移動．経済統合計闘の推進）.(5）ア

メリカの利害と貿易関係，となっている。巻末に条約，

協定類をおさめている。（三宅〉

i……吋i 臥 TTin troρical p，万ιiucts(GATT Programme for B 
Expansion 。fInternational Trade), Geneva, B 
1963, 1so p. I 

1961年のガット閣僚会議におけるナイジエリアの提案

II0 
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にもとづき， l次産品の貿易において低開発国が直而し

ている諸WJ泌を討議するため， 1962年2月，ガット内に

Special Groupが作られた。ブラジル，セイロン， EEC

ff/1国，ガーナ，インド，イン．ドネシア，ナイジエリア，

スエーデン， イギリス， アメリカ合衆国からなるこの

Special Group ~i，さらに，具体的諸問題を分析しあら

たな方慌を検討するために，同じ悶々による Sub.Group

を組織し，実際の作業を委ねた。この作換には，カナダ，

コロンピアその他多くの悶々， ならびに FAO,OECD 

などの国際機関が会加した。本資料は， 1963年にまとめ

られたこの作諜の成果である。内容は，ココア，コーヒ

ー，バナナ，熱帯；：産担hならびに採油用組子を鋭った品目

JJ!Jサーベイと，コートジポアー；¥t＇.ナイジエリア，セネ

ガJレ，ソマリ共和国の 4カ国を扱った国＞JUサーベイに分

かれる。巻頭に，本報告に対するガジト閣僚会議の結論

が；1覧せられているが， EEC諮問ならびにその述携諸倒

と，その他の諸国との 1次産品に探せられている関税引

会下げにたいする態度は一致していない。〈小腹〉

fJ Food and Agriculture Organization of the II 
fl United Nations, FAO commodity review II 
IJ 1963, Rome, 1963, 177 p. U 

第3回目の世界商品年！日j慨況。第l部「全般概況と展

望」には， 1962年における国際商品市場の概観，ならび

に1963年についての見通しを収めているo ヨーロッパ共

同市場の共通農業政策，えli携闘のIIJJ題，種々の悶i京商品

協定をめぐる動きもふくまれている。 U~2 部にはill裂な

商品について，それぞれの視況がまとめられている。こ

こには，紋類，米，苗産品，肉， JI旨却し卵，砂糠，コー

ヒー，ココア，茶，バナナ，甘きつ煩，りんご，梨，乾

燥果物，たばこ，綿花， iPュート，羊毛，水産品，林産

品の項にわかれている。

1962年にはJ大部分のf!量産品の生産，貿易ともに増加

し，小変，組殺mの輸出は大幅にのびて新記録を作った。

熱帯輸出農産物もまた仲び，肉輸出量ははじめて 100万

トンをこえた。砂踏の貿易it，記録的であった1961年に

比べると大帆に減った。綿花輪出も減っている。商品価
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格はさがっているが， 1961年錦 1四半JOJ直後の急激な下

落はとどまった。キューパ危機以後価栴は上昇したが，

1961年初めの高水準には述しなかった。この(illj格上11・は

後進出の外貨収入に史質的な影科をあたえなかった。

世界貿易における後進国のシェアーは， Hl54年に28%

であったが， 1961年には23%に減っている。（中村〉

I United Nati叫 Com1
New York, 1963, 129 p. 

国際商品貿易委員会の討議資料として毎年作成されて

いる商品年報（今日は第6問目〉。委員会が「長則的な

国際商品問題対策を討，誕」するために，今回の報告の銘

1部では， 1950年代における 1次産品貿易の全般的傾向

が分析されている。低開発聞がその外貨収入の大部分を

1次産品輸出に依存し，このl次産品貿易の動向が低/Jll

発国の経済IHJ発にとって非常に重要どからである。

長期的傾向を把担するために， 1930年代後半期におけ

る貿易構造の比較，第2次世界大戦がそれにおよぼした

影響が検討されている。 50年代には，！日米の椛造へ復帰

しようとする回帰的傾向と，新しい蚊術的・経済的条件

のもとに生まれている発展的傾向がみられるo低IJflffclきl

に探せられた課題は，輸出活動をrm発言I・闘の過程に統合

化することであり，先進閣に探せられた課題は，低IJfl発

問の産品にたいする情袈を刺激することによって，貿易

の拡大をはかることである。

第2部は， l次産品についての年間（1962年〕概況（消

政・生産・貿易・価格・ストック〉， 1961～1963年にお

ける 1次産品輸出国の外貨収入， 1次産品貿易にたいす

る国際条約，国際機関，図体の活動をまとめている。（中

村〉

I Gt. B it. C mm wealth E …it-1 
tee, Pla11tatio1l crops; a 1・'Cviewof production, n 
trade, consumption and prices relating to D 
sugar, tea, coffee, cocoa，宅pices,tobacco and I 
rubber, London, H. M. S. 0., 1963, 219 p. U 

プランテイション作物〈砂新，茶，ココア，香料，タ

バコ，ゴム）の生産，貿易，前伐についての年間慨況報

告。とくにイギリス述邦関係諸国が詳しい。はじめに，

プランテイション作物全般についての焼観があり．つぎ

に各個々の商品について，生産，反当たり収1iJ：，輸出:/.i1：・

輸出’傾，輸出先，イギリス辿邦諸国における輸出のm弾

度，イギリス主li邦諮問の輸入先，イギリス本国の貿易，

ストック，消'J!i，価格変動について報告。巻末に付録と

して，砂制，茶，コーヒー，ココア，ゴムについての国

際協定の解説，プランテイション作物にたいする輸出税，

先進諸国におけるプランテイション作物輸入税と税率表

として，収録している。

この阪では，1961年をカグァ｝している。したがって，

大部分のプランテイション作物の生産・ f（易はともにイ＇41

び，価格は下降しつづけていると報告されている。 〈中

村〉

d …I /ndu ・ial g ,~ w h cl ・l 
trade; an叫 i川
duction, consumption and t,‘・aどlei11 mα11U• 
fi1ctm’・es /1万m1899～1959τoitli a discussi01 'l 
ザ ρ2刀bαblefutm官 trends,Cambridge, Uni‘ 

副題が示すようR，工業製品の貿易と低開発問におけ

る工業化の進展との相互関述についての長期的展望をあ

たえることを目的と Lた実証的な調主である。部1部で

は， 19［止紀末以来の工栄化の進展の全般的な傾向，第2

部でEま，工業製品貿易の主要傾向，工梁化が輸出・愉入

品目に及ぼす~巴枠，工業製品貿易の商品榊造・地域構造，

鈎3部では商品別〈金属，資本財，化学製品，耐久消t!i

l比衣料品，雑工業製品）に， m¥JI ・生産・消1~ ・位界

iii場における競争を突証的に論じている。負（＆ 4部は，前

3郊の実証にもとづく将来の見通しである。著者は，

1970～75年の吋・WJには，全世界の貿易泣は1959年の約2

倍になり，仲ぴの大部分は工梁国間の貿易であるうと推

定している。 1次産品輸出国〈低開発園〉の経済開発促

進のために，先進工梁悶がとる施策として，（1）先進国自

体の成長をさらに促進する政策，（2)1次産品輸出国から

の輸入品にたいする制限の軽減，（3｝低開発国への資本流

入の増加の3施策を提言しているo巻末付録，ならびに

本文中に詳しい統計・データが収められている。（中村〉

A John F. Due, Taxatio11 and economic devc-B 
tt toρment in troρical Africa, Cambridge, Mas九l
~ The M. ]. T. Press, 1963, 172 p. ヨ

11:1イギリス償制民地であったアフリカ 8カ国の経済開

発に対する有l税政策の役＼~IJを論究したものである。著者

が， 19621J:.12月に，ハーバード大学の LawSchool’S 

)nternational Program in Taxationとマサチューセッ

ツ工科大学の Schoolof IndusLrial Managementの主俄

で講義したものを主として基礎としているo

とくに本書では，シエラレオネ，ガーナ，ナイ~エリ

ア，ケニヤ，ウガンダ，タンガユーカ，ザンジパルそし

III 
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てローデシアにおける所得税，関税および内国消沈税，

財産税，地租税などについて詳細に記述し，さらにこれ

ら各国の租税制度が経済開発推進のためにどのような役

割を演じているか，またその促進のための認・税の調整，

担税機構の整備を論じている。

・なお，著者は，現在イリノイ大学の経済学の教授であ

り，かれの経済学に関する著容の中には， ~ales taxation, 
Govenzment finance.，そして Internationaleconomic 

analysisなどがある。（関恨〉

r・・・…MHocrpaHHbJX JJ.eJJ CCCP: 

C… zz.：且oKy.Atenmbtu. Mam句paαllbl,Moc,rna, 
rocnOJIHTH3J:taT; 1963, 2 TOMa. 

1946年から1962年までに出されたソ述邦の対アフリカ

関係資料集よ 1巻には1946年から1960年9月17日までの

156点， 2巻には1960年9月23日から1962年までの181点

を収め，内容的！こは文化，経済，技術協定をはじめ，外

交，貿易などに関するアフリカ諸国とソ連邦との問の各

種の条約，協定，およびソ述政府声明，メッセ－ ：：，，覚

え書，ソ述政府要人の談話，会見記，国連におけるソ連

代表の演説，その他ソ述邦とアフリカ諸国との友好関係

樹立，発展のためのソ述側の文書，資料と，これらの資

料に直接関係のあるアフリカ但Jjの若干の資料がクロノロ

クガルに掲枕されている。本書において，はじめて公表

される資料も若干含んでいるo

北アフリカにおけるアラブ諸国とソ述との関係資料に

ついては，同じソ述外務省政治資料出版委員会によって

1961年に刊行された『ソ述邦とアラブ諮問， 1917～1960

年』が収録しているので，本書ではいくつかの最も重要

なもののほかは省略されている。

なお，それぞれの巻末には，アフリカ-0!~の資料目録，

主題別事項索引，国別索引，収録テキストについての注

釈が付されている。〈今井〉

IWH!i Commonwe.αlth； α bibliogr，αρhieαl com-I 
ηlClltαry, London, Cassell, 1963, 237 p. Pub. I 
for the Hansard Society. I 

イギリス述邦の主要諸国における述邦制度の生成と発

途，性格と機能にかんする詣誌的研究。対象閣はカナダ

(Alexander Brady,. Toronto Univ.), ~ーストラリア

(S. R. Davis, Monash Univ., Melbourneおよび C.A.

Hughes, Australian National Univ.），西インド諸島

(Jusse Harris Proctor, Jr., Duke Univ.），インド（T.

II2 

J. Leonard，羽TestTexas State College），パキスタン

(Richard S. Wheeler, Univ. 。fMichigan），マラヤ

(Lucian羽r.Pye, M. I. T＇.），ナイジエリア（ GradyH. 

Nunn, Alabama Univ.），ロ｝デシア・ニアサラン）：＇ (1. 

Gus Liebenow, Indiana Univ.およびRobertI. Rotberg, 

Harvard Univ.）で，現在は単一国家として独立している

西インド諸島のクャマイカとトリニダッド・トパゴ，部

述邦制度のパキスタンも含まれる。

ff文において綱者 WilliamS. Livingston (Univ. of 

Texas）はイギリス述邦諸国における述邦制度の発迷と

性格の概略を示し，イギリスの初期他民地政策に一致し

ない連邦制度は，とくに第2次大戦後のイギリス植民地

の独立への過程を速め円滑化し，かつ旧植民地社会の多

悌性のもつ政治的諮問題の妥当な解決方策であると述べ

る。述邦制度の一般的・理論的文献については w.s. 
Livingstonが，各国の述邦制度にかんする文献資料につ

いては上記の政治学者が論評を加えている。本習は迎邦

1lll]ffi:の研究のためのみでなく，比較政治制度および政治

史の研究分野においてもその価値は十分に評価iされよ

う。〈浜口〉

｜附縦 R 叫ん t叫ん＂ Imovement; intellectual 1・・evolutionin modern I 
China, 1915～1924. Cambridge, Mass., I 
Harvard Univ. Press, 1963, 297 p. (Harvard I 
East Asian studies no. 13）’ E 

本容は， 1960年に，同著者，同シリーズ第6として出

服された TheM~y fourth movementと，その密誌網

として対になるものであるとともに，五回運動研究の書

誌的な手びきである。第1部（pp.1～129）は，五回運

動時期に創刊され，あるいは改編され，五四運動の推進

力となった新聞，雑誌604タイトルの解題。第2部（pp・

130～297）は，五回運動に関する中国語，日本語，西欧

語で番かれた文献876タイト Jレの書誌，およびグロッサ

リーである。第2部は，中国科学院歴史研究所銅， 『豆

四愛国連動資料』，北京，科学出版社， 1959, 863 p.近

代史資料lといった基本的文献が欠けている点もある

が，雑誌論文を含めた網縦的な密誌である。著者は毛沢東

より15年おくれ長沙の第l師範を卒業し，現在Harvard

の Centerfor East Asia Studiesの Researchfellow 

である。〈原田〉


